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1･ 韓国産往生昆虫の抵抗性に関する研窄 (予m) 白 永 沢 (韓国,.Seoul,首都医科大学予

防医学教室)34･,10･31受理

中国産コ｡モジラミ及び々羊バ工の殺虫荊抵抗性を再検討する目的で,Seoul郊外の浮浪人収容所

で採果したコロモジラミ成虫のJ),17'･DDT,および ピレトT)ン封剤に対する抵抗性を室内試験にj:っ

てしらべ′これをオTランド正常系の抵抗性と比較した.また Seod 産イエバエのDDT拡抗性も
同様に調査した.

Ⅰ 緒 言

1936年DDTの劃朋的な殺虫力が発見されて以来,

羊の物質は昆虫媒介性疾瓜防変ならびに植物防疫上絶

大な寄与をなした. しかしながら1946年 イ子バ工の

DDT 壬珪抗性が報告され15),19), その後昆虫柴田の殺

虫剤に対する抵抗性の発展は,公衆衛生上また投票上,

全世界を通じて深刻な問血として取扱われてきた.現

今,抵抗性をあらわしている符生害虫は少くとも32種

にのぼるといわれている17).

韓国において,再生昆虫の抵抗性問題はすべて国連

軍関係の学者によっ七取扱われてきた:特に,韓国産

-" モア ラミ(Pedicutushumanuscorp-'sI)eG･)
が著しい DDT抵抗性をもっている事を発見 した

Hurlbutら10)の報告は,コロモジラミの抵抗性に関す

る世界最初のものである.

このように,コロモジラミの抵抗性が他処にくらべ

て透かに現われた原因としては,蔚2次世界大戦終戦

後の社会経済的混乱に乗じて,韓国及び日本t･1945-

46年冬季の発疹チフス大流行時,防疫用として大塁の

DDT撒布が進駐軍により行われた16)邸によると考え

られる.韓国動乱中,共産軍捕戯及び北印からの避難

民に防疫用として広汎なDDT散布がくりかえし行わ

れた所,DDTがコロモジラミに対して殺虫効果を示

さなくなった.これを解決するために,1951年 Eddy

が来持して∴DDT抵抗性コロモジラミに対する各種

殺虫剤の効力を試験し,韓国のDDT抵抗性コ占モジ

ラミは,DDT以外の有機合成殺虫剤には末だ感受性

があると報告した8).

韓国産 ィ.エバエ (MuscadomesLicaL.)の抵抗性

に的しては,Wheelerら18)が,1953-54年の間Seoul

地方で採災した系統に対して試放した精架,EI本,玩

球などのイエバエにくらべて比較的感受性が高いと報

告した.

以上の如く,韓国産衛生昆虫の抵抗性に就いては,孤

記諸氏による2,3-0報告があるのみで末だその本態

が究明されていない.この実情にかんがみ..著者はよ

り広通園に,ま七,多角皮にこれを追究する必要を感 .

じ,本実験をくわだてた.今回はここに予僻的におこ

なわれた試験の結果を報告する. ､

本研究をすすめ18にあたって,終始御恩代なる相田 -

導と御校閲を賜わった,′首都医科大学予防医学教室朱

仁約博士および京都大学化学研究所長沢純夫博士な

らびに,丹荘なる薬剤を供給して下さった406◆hMe･

dicalGeneralLAboratoryLの Bayliss博士および米

第37予防医務隊の Johnston氏に深厚たる謝志を表す

る.

ⅠⅠ コロモジラミ (Pedz'culuscorPorisDeG.)

の抵抗性

1. コロモジラミの飼育方法

浮浪人らより,採袋したシラミに,直接,穀物をふ

りかけて,.その生死を見るような方法では前足な成畝

を得る軍が難しい甲で,シラミを同二条件のもとで飼

育したものを使用した.

本実験に使用したコロモジラミは,Seoul郊外の浮

●浪人収容所で採災し,これを失敗重で飼育したもので

ある.飼育方法は聞けつ吸血法 (1月2回皮膚に密着 _

して吸血させる方法)を使用した.50mlビ-カーの

底た直径 4.5cm に裁断した黒サージを2枚重ねて位

き,サージの間に,シラ-ミを保存して,こJのI:'･二か-

を 300±loC,関係湿度60-70%に調節した僻卵器に

納めて朝夕2回,給血者の前脚部にこの点す-ジを国

いて給血させた.この方法でシラミは,噸 1匹が毎日

3-6胴の産卵をなし,35oCで約10日後脚化し,2.

週間に3回の脱皮をして成虫となった.

2二 Seoul系とオーランド(Orlando)研究所正

常系との拡抗性比較試験

1
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今日,舘生昆虫の抵抗性払称i,DDT出現以後有

税合成殺虫剤に曝鍔された申なく突放室で飼育された

米国フロ.)ダ洲米国農務省オーランド研究所の正常系

(以下オーラ●ンド正常系と.する)の殺虫剤に対する抵
抗性と供試昆虫の抵抗性を比較して,決定する事が通

例となっているのでトSeoul系コロモアラミの抵抗性

を正常系のそれに比較して見た.

試験方法および材料 :試敬方法では,米国陸軍省規

定の方法1'によ一つた.殺虫剤は P,Z''-DDTESA(En-

tomologiCal S∝ietyofAm erica)sta去dard,(mp.

1080-109oC)を使用し,ヱれを第1衣に記載された各

没皮のアセトン溶液を作り, この特攻に直径 4cm の

良サ-ジを浸治した後これをすくい上げ/垂直に指し

てア右トンを充分に揮発させた.この布地を 50mlビ

ーカーの底に敷き吸血直後のコロ亨ジラミ成虫を放ち,

これを30oj=lo関係湿度70%に調節した脚 暇 に保存

して1日2回吸血させながら24時周後の致死率を計算

した.

試験結果および考察 .･非処理区に罪死虫がある場合

には Abbottの式によって祁正を施した.試故結果を

衣示すると第 1表の如くである.

Table1. Mortalityofthebodylouseofthe
Seoulstrain.in 24hourscontactwithDDT･

atreatedcloth,using10licepertest.Average
of3tests.

Mortality+

(%)

10.4

3.3

0.0

*Co汀eCtedbyAbbott'sfomula

ヱれと対爪すべきオーランド研死所のコ口車ジラミ

各系の致死率は,ー第2表に示した如くである.

Table2. Susceptibilityofthebody louseof
theOrlandolaboratorystraintoDDT.

*Ahighlyresistantstrain

Quotedfrom 'LMethodsfordeterminingresistance

ofins∝tstoinsectiddes"publishedby.theU.S.
rmyEnvironmentalHealthLatx)ratory(1956)

2

ーこれを相互比較する時,Seo山 系は,高庇の抵抗性

をもっているという串ができる.

3. コロモジラミに対するDDTの効力試験

試験方法および材料 :♪〆-DDT(mp.1080-109oC)

を20%,10%,5%,2.5%,1.25%に稀釈した粉剤に

して試敬に供した.稀釈方法は原剤を少畠のアセトン

に浴解してこれに所要虫?タル9_を加え均等に煉った

後一昼夜 37oCの卿卵至掛こ納めてアセトンをとはして

からデシケータ内で乾燥させ乳鉢で混和して均等な粉

剤を作った.供試粉剤を直接直叡 4cm の黒サージに

平方 cm当り,3mgになるよう由一に散布した後,

50mi t='-カーの底に敷きここに, 吸血垣後のコロモ

ジラミ成虫を1区に20匹内外放って DDTIと接触さ

せ 300士loC,65%関係湿変に調節した脚卵田内に保

存して,r如吸血のまま24時間後の致死率を記録し,推

計学的方法によって DDTの効力を定量的に測定し

た.

試験結果 :上記の試験方法によって得た,粉剤の稀

釈皮と殺虫率との関係を表示すれば,第3表の如くで

ある.

Table3. Mortalityofthelx)dylouseofthe
Seoulstrainin24hourscontactwithcloth

impregnatedwi血 3mgofDDT powderper
.squarecen也neter.

cone(e;t)rationJ"umbuesredOfliceI Mo(% l)ify

一般的考察 :DDTが最初に使用された当時,Bush･

landら6･7)は10% I)DTは,コロモジラミに対して

100%の殺虫力をもっていると報告した. HurlbutlO)

らが本試験とほとんど同じ条件の下で (薬剤投塁平方

cm当り3.2mg)韓国産コロモジラミに対するDDT

の効力を試敬した成故は, lo牙 DDTによる殺虫率

が,39%-65%,5% DI汀 による殺虫率は平均46%

であり,本成約と,概ね大同小異である.エジプトで

Hurlbutら11)が本試故と同じ条件の下で試紋した10%

DDT によ､る殺虫率は89%であり,Bunn5)が西独にお

いて10% DDTを平方インチ当り13mg(平方 cm 当

り2.1mg)投鼓した試験の殺虫率は80-90%である.

このような諸外国の試験結果にくらべて韓国産コロモ

ジラミの抵抗性は著しく払いといえる.然しBarnett

ら2)が東京で採曳きしたコロモジラミに対して行った成
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銃は10%･DDTtによる殺虫率が38.7,%であり韓国産

よりも抵抗性が強い.

推計学的分析 :生物群内において召物に対する抵抗

性は横軸に薬物限度の対数を取1),出軸に死亡率を取

る時それが正規分布の累杭曲紋を示すという理論に立

脚して淡皮一致FE率曲線の統計的志玉を明かにしたの

は Bliss,3･4)Hemm ingsen9),･らの功銃である.特に

Blissのプロビット分析の考察方法は,詔物あるいは

薬物の毒性試験または細菌,ビールス培養泣紋の超牲

定見に広く応用されており,大沢 こ長沢ら)-)は.この

考察法を殺虫剤の生物試験法に封入して抵抗性の挟撃

偏差,殺虫能率.中央致死虫.有効致死丑,有効圧等

の算出方法を発展させた.

著者はこの方法を適用して,第2表の結果より第1

図に示した回帰直線を得る事が出来た.この直線によ

って計許した コロモジラミSeoul系に対する DDT

の LD-50は6.68%である.flurlbutら11)のエジプト

におtナる DDT効力試験に･よる L'D-50は0.33,%で

あり,これと比較する時,Seoul系は DDT使用の歴

史が浅い地域のコロモジラミであるエジプト系にくら

べて約20.2倍抵抗性が近いといえる.
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Fig.1. Dosage･mortalityregressionlineof
thebodylouseof■theSeoulstrainfor♪,b'-

DDT,powderinrangeofconcentrationfrom
1.25% to'20,%'.

4. PyrethrinsandSyntheticsの殺虫力試験

Pyrethrinと合成物男の混和製剤であるPyrethrins

andSyntbetics(U.S.Q.M.St∝kNo.5ト1-119

TypeII)の殺虫力を試験した結果は次の如くである.

試験方法および材料 :PyrethrinsandSynthetics

を点す-ジに,平方インチ当り18mg.9mgの2群に

分けて, 均等に撒布して,前記 DDT効力試験と同

じ要領で操作し,24時間後の致死率を記録した,

試玖結果および考宏i:上記方法による試験結果は節

4表に表示した如くである.平方インチ当り, long

撒布虫は,平方cm当り3mgとほぼ同等の丘であり

PyrethrinsandSynthetics18mg撒布区の致死率は

10,%'DDTを平方 cm 当り3mg撒布の致死率 56.5

%より造かに高率である.平方インチ当り18mg撒布

は成人石版に2オンス,9mgは1オンスを撒布した量

とほぼ同虫であるS)ゆえ, 本試験結果から失地陵用量

は1人当り毎回2オンス以上が有効であると思われる.

Table4. Mortalityofthetx)dylouseofthe
Seoul strainin 24hourscontactwith cloth

impregnatedwith pyrethrinpreprations.

D肪eapplied
sq..inch "umbuesredOfliceiMoE?%lr

9mg

18mg

+CorrectedbyAbbott'sformula

IIISeoul系およびオ-ランド正常系イエJ{工

の抵抗性比較試験

試験方法および材料 :イエバエの飼育方法は長沢の

飼育法12,18)によって,豆腐掛 こ酵母を混合したものを

幼虫培基とし,成虫に対する飼料は5%砂粘水及び50

,%牛乳の混合紋を快用した. 試験方法は前記の方法1)

によった. A〆-DDT(mp.1080-109oC)をアセト

ンに浴解して0.1%搭牧を作り,これをピペッ トで2.5

ccを 1パイント容班の無蓋 フルーツヂヤー (fmit

jar)に盗人した後,ヂヤーを垂直と水平に掴転して,

DDT浴紋が, フル-ツヂヤ-内部全面に平等に睦布

されるように操作した.(ヂヤー内壁に平方インチ当

り10mgの DDTが残留される比率となる).アセト

ンを充分揮発させて DDTの結晶のみが浅田されて

いるこのジャー内に羽化後5日日の成虫雌を入れて15

分間 DDTに接触させたゐち,飼育箱 (lox10×8イ

ンチ)に速やかにうつして,飼料をあたえながら,24

時間後の致死率を記録した.たお,ハエをジャー円に

入れてDDTに接触させるときジャーの開口の方には

忌避剤 benzylbenzcateを含ませた氾紙を被せて人

ェが DDT処理硝子面以外に立ち止る郡を防いだ.

試験結兜および考察 :上記方法による試験結果は第

5表の如くである.同じ方法によるオーランド研死所

Table5. Mortalityofthefemalehousenyof
theSeoulstrain after15minutesexposure
toDDT,10mgpersq.ft.

Test l"um beurseodfAiesIM宣託iist.y霧oo,)

3

3

0

3

3

0

*Co汀eCtedbyAbbott'sfomula

3
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Table6. Typicalresultsobtainedagainst
resistantandnon･resistantstrainsofflies

after15minutesonDDT 10mgpersq.
ft.

colony offlies Iper-ce;tie.oursrtahtyin

Non･resistantNo.1

Non-resistantNo.2

ResistantNo.1

ResistantNo.2

I ResistAntNo.3

ResistantNo.4

ResistantNo.5

88-100

82

13

5

･56

43-55

39

+Quotedfrom HDeterminig､ResistantofInsects
toInsecticides"(1956)publishedbytheU.S.
ArmyEnvironmentalHealth hboratory.

のイエlバエ各系の致死率は弟6表に示した如くであり,

これを比較する時, Seoul墾 DDTに対する抵抗
性を垣得しており, "Orlandolaboratoryこflycolony

resistantNo.2㌦に該当する抵抗性を示して心､るとい

える.

JVl冶 括 一

･著者は1958年5月初より8月末に挙る間 Seoul系

コロモジラミおよびイ主バェの殺虫剤に対する抵抗性

を試致した結果,つぎの結論をえた. ー

1) ヲeoul系 コロモジラミの DDT 轡 する由
性をオーランド正常系のそれと比較する時,Seo山 系

は0.1%濃度におV†て10･4%,0･05%濃度において,

3･軍%の致死率を示し, 高皮g)抵抗性を示した.

2) Seoul系コロモジラミを DDT粉末に24時間接

触させた時,20%渋皮で90.9,% 10%で56.5%,5%I
で38.1%,2.5%で21.8%,1.25%で3.7%の致死率を

示し,DDTの LD-50は6.68%に計算された.

3) PyrPthrinsandSyntheti岱 を平方インチ当り

18mg,9mgのおのおのを撒布した布地に,コロモジ

ラミを24時間接触させた時,その致死率は,おのおの

85.5%,58.4%を示し,同定の10%,DDT撒布より

も有効である.

4) Seod 革イエバ主の DDTに対する抵抗性をオ

-ランド正常系の抵抗性に比較す る時,Seoul 系 は

DDTlongper･sq･ft.に15分間接触にて,2.2%の

-致死率 (24時間後)を示し, L̀Orlandolよboratoryfly

colonyresistantNo.2"に相当する抵抗性をもつこと

を知った.
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R由tLmi

Theauthorcarriedoutaseriesofseveraltests

on insecticideresistanceofliceandhouse･flies

from earlyMaytolateAugust1958.Someofthe

importantresultssofarobtainedasoftodaycan
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besummarizedinthisprelimimryrefX)rt.

1. TestsonthebuyliceoftheSeoulstrain

wereperformedwiththepr∝eduresd飴Cribedin

atxx)kof"MethodsforDeterminingResistanceof

Insectstohsecticides"publishedbytheU.S.

ArmyEnvironmentalHealthIah)ratory.Throt】gh

thetestsityasfound thatO･1形 J',P'-DDT
caused10.4% mortalityoflicein24hoursand

0.05% I),P'-DDT catsed3.3,%'mortalityinthe

samehours. Thisindicatedthatthetxxlylice

oftheSeoulstrainis.highlyresistanttoDDT as

comparedwiththeresultsontheOrlandolatD･

ratorynormalstrain.

2. Themortalityoftheadulttxxlylicewas

otxservedbyexfXX;ing.licetovariousconcentration

of♪.P'-DDT powderfor24hours･ Theresults.

indicated90.9%kiliwith20,形ofb.L''-DDT,56.5%

killwithlO% 38.1%,killwith5%,21.8% kill

with2.5% and3.7% killwith1.25%.LC･50was

thuscomputedtobe6.68% cor)centrationwith

Bliss'sprobitanalysismethod.

3. ThelicewerecontinuouslyextxSedtow00l

cloth patchesina50mlbeakerfor24hours.

ThepatcheswerepreviouslydustedwithPyrethrin

prepamtions(U.S.QM st∝kNo.5111･119Type

II)attwodifferentconcentrationsof18mgand9

mgpersqtJareinch,andthemortalityrateswere

m tedafter24hoursexposure.Theresultswer占

asfollows:8.5% killwith18mgpersquareindl;

58･4%killwith9mgpersquareinchThispTOVed
thatPyrethrinpreparationsaremoreeffective

thanwiththesafnedoseoflO%DDTagainstthe
DDT･resistantlice.

4. ResistanttestsweremadeofthehoじSe･且ies

oftheSeoul strainwiththemethodsdescribed

atx)vetxx)kandthe241hourmortalitywasCOunted
after15minutesexp6uretOP,I)'-DDTatrateof

10mgpersq.ft. Theresultshowed2.2,%'

motralityrate,whichcorrespondswithexperi･

mentaldataonNo.2resisbntflycolonyatthe

Orlando,Fla.,latx)ratoryoftheBureanofEnt0-

mology云ndPlantQuarantine.

OzttheSexuzLIDifferenceofSusceptibilityoftlleEoreAnⅡouSefly,MuscadoTneBtEcaL.,
toJI,j)I-DDT,γ･BⅡCandM8hthion.StudiesonhsecticideResistance･ofMedicalInsectsin

Korea･Ⅰ･YungfIanPAIR(De甲rtmentOfPreventiveMedicine& flygiene,S00-DoMedical
CollegeSeoulKorea). ReceivedOct.31,1959. Botyu-Kagaku,25,5,1960(withEnglish

resume.I9).

2･ イエバエ雌雄の P,〟-DDT,γ-BHC串よび Ahlathionに対する抵抗性の差異につい

て 韓国産再生昆虫の抵抗性に関する研究 第1報 白 永 沢 (韓国,'seoul,首都医科大学予防医学

教室)34.10.31受理

及びMalathionに対すろ抵抗性を時間一落下仰転虫率曲緑によって比較し,これら殺虫剤に対する

雌堆抵抗性の差をも究明した.

Ⅰ 括 一 宮

イエバエの殺虫剤抵抗性は Sacca20)Wiesmann15)

両氏により1947年イタ.)-とスエーデンにおいて最初

に報告され,その後世界各地でイエバエの抵抗性に関

する数多くの業銃が報告されている.中国産イエバエ

の抵抗性 につい七は1858年 Wheelerら18'が イエバ

エ体表面に直接殺虫剤浴紋を塗布してその中央致死

虫を求める所謂TopicalmethodによりSeoul系の抵

抗性を日本,琉球など.oイエバエの抵抗性と比較して

韓国産イエバエの抵抗性が比較的低いと報告した.普

た,著者は前掛こおいて,Seoul系イエバエの抵抗性

をオーランド正常系と比較した結果,韓国産イエバエ

の-DDT一抵抗性が著しく高い事をのべた. しかし.

韓国産イエバエに対する殺虫剤の効力を測定するにあ

たって,供試昆虫を薬剤に接触させた後の経過時間と

反応率の関係を観察した報告は末だない.

著者は本実験において,イエバ.Lが被詔後一定の興

布状隈と部分的麻時期を-て落下仰転し,年常状態に

立ちかえる串が出来ずに体位の平衡を喪失する所討

kn∝k-downを目按として夜毎後の時間と落下仰転虫

率を観察しSeoul 系イエバエに対する殺虫剤の効力

を測定した.また昆虫確雄の抵抗性差異にらいては一

般的に雌が雄より故い幌向は早くから知られていたが,

5


